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琉歌の音数律が語形に与える制約

西岡敏
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０．はじめに

本稿では、琉歌形式という文学形式が、どのように言語形式を制約するかを見ていきたい。

すなわち、琉歌形式の音数律に合わせるために、琉歌において、どのような変種の語形が具

体的に存在するかを探っていきたいと思う。

琉歌は多くが８．８．８．６拍という形式の音数律を持つ｡(陸'）本稿ではこの韻律形式を「琉

歌形式」と呼び、最初の８拍を「第１句｣、次の８拍を「第２句｣、３番目の８拍を「第３

句｣、最後の６拍を「第４句」と呼ぶことにする。琉歌の用例は、島袋盛敏･翁長俊郎1968の

『琉歌全集』から引用する。「全521」で、『琉歌全集』歌番号521番を表す。

琉歌において、８拍の第１～３句は、５拍十３拍、ないしは３拍十５拍で語形が構成され

（千葉聡1998：５２はこれについてリズム論からの考察を行っている)、５拍は、さらに３拍十

２拍、ないしは２拍十３拍の単位に分けられることがある。ところが、４拍十４拍というよ

うに語形を４拍ずつ区切る例はほとんどない（全1402第３句が、そのわずかな例外の一つ)。

また、６拍の第４句も、３拍十３拍で語形を構成するのが大部分で、２拍十４拍に語形を分

析できる若干の例外を除いて(→例(1)全521,例(57)全1164,全11)、４拍で語形を区切るこ

とはほとんど見られない。このように、琉歌には４拍単位での区切りを避ける「４拍禁止制

約」がある（さらに言うなら、１拍、４拍、７拍といった１＋３，拍での区切りが回避され

るということかもしれない)。

琉歌形式では、語形を音数律に合わせることが優先され、同一の内容を表現するのに異な

る語形を用いることがある。たとえば、「涙｣という語は、琉歌において｢ナミダ」［namida］

と発音されるときと、「ナダ」［nada］と発音されるときがある。

全８１６：あはれさめ朝夕落てるわが涙石の袖やても朽たいおきゆめ
￣

第２句（８拍）：ウテイノレワガナミダ［'utiruwaganamida］

全2353：昔ごと言ちゆて涙流すごとに我身もあとあんすされらとめば
－

第２句（８拍）：ナダナガスグトゥニ［nadanagasugutunji］
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この場合、「ナミダ」［namida］は本土語（標準日本語）と同形で３拍、「ナダ」［nada］は

沖縄語（首里方言）と同形で２拍となっている。この差異を使い分けることによって双方と

も1句８拍の音数律に合致させることができる。

このような拍数の調節方法から、琉歌の創作には、長短の語形の差異が巧みに利用されて

いる面があるといえよう。口語的な日常語の｢ナダ」［nada]のみならず、文語的な歌謡語の

「ナミダ」［namida］が用いられる－要因として、音数律の要請があることはまちがいない。

この種の音数律の適合化については、沖縄古語大辞典編集委員会1995のいくつかの見出し語

項目に記述がなされているが、本稿ではより体系的な記述を目指していきたい。

琉歌形式の音数律に合わせるために、語形がどのような変種を持つかを、まず便宜的に次

のようにまとめてみた。長い語形（以下、「長形」と呼ぶ）と短い語形（以下、「短形」と呼

ぶ）の一例を←→で対比して挙げた。それぞれ語形の長さが１拍異なっている。

長形 短形

１．音韻的変種

①語彙的な語（自立語） (匂い）ニウイ

[njiui］

ティヤリ

[tijari］

シチウゥン

[sjicjiwuN］

￣＞ニヰ

［njiwi］

－＞テイ

［tei］

<~シシチュン

［sjicjuN］

②文法的な語（付属語） (引用の助詞、～と）

③文法化する語

（自立語→付属語）

(している｡）

２．形態的変種 (咲いて､）サチャイ

[sacjai］

←→サチ

［sacji］

３．語彙的変種 (音）ウトゥ

['utu］

￣う

[nji］

音韻的変種は①②③のいずれの語にも見られるが、音韻的変種内部の①②③の区別はさし

て重要ではなく、みなに共通の音規則によって説明が可能である。音韻的、形態的、語彙的

に分類したそれぞれの変種においても、どの変種に属するのか判断に苦しむものもある（→

例(68)(73)(75)など)。
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１．音韻的変種

音韻的変種は、理論的には、「音の脱落･短縮による音数律の適合化｣、「音の付加･伸長に

よる音数律の適合化」といった二つの適合化が考えられる。

「音の脱落・短縮」とは、音変化によって音が脱落または短縮している「短形」と、音変

化阻止によって音が脱落または短縮していない「長形」とを使い分けることにより、句を構

成するときの必要な拍数に合致させることである(西岡敏1997：45-49でも、喜界島八月踊り

歌テキストにおける音変化・音変化阻止と音数律の関係を述べている)。

「音の付加・伸長」とは、逆に、音が付加または伸長していない「短形」と、音が付加ま

たは伸長している「長形」を使い分けることによって必要な拍数に合わせることである。実

際には、音の付加・伸長による音数律適合化の良い例は見つけられなかった。

１．１．音の脱落・短縮による音数律の適合化

１．１．１．狭母音の脱落

１．１．１．１．ｉ系音の脱落

日常語（首里方言）では、母音［i］の脱落する語が、琉歌においては脱落しなかったり、

逆に日常語（首里方言）で脱落しない語が、琉歌では脱落してしまうことがある。音脱落し

ない「長形」と音脱落した「短形」の使い分けで拍数を合わせるわけである。

以下より具体的な用例を挙げていくが、例番号の直後に掲げる語は、沖縄古語大辞典編集

委員会1995『沖縄古語大辞典』の見出し語にできるだけ倣ったものである。回（助詞）や

画（助動詞）などの略号も､同様にしてそれに倣う｡複合語的要素の区切れは､-(ハイフン）

を用いて示す。本稿では、複合語Ｉ性が高い語について、複合語後部要素の「語頭音脱落」

（apheresis）とは見ずに、複合語における「語中音脱落」（syncope）と見る｡(産2)琉歌の例

は、上段に長形、下段に短形という順に掲げる。

(1)いき-あふ【行き会う】（[i］の語頭音脱落）下例はテ形（上段）と過去尾略形（下段）

長形：イチャー['icja-］短形：チャー[cja-］

全４５１：御縁あて弟ぎやいきやて嬉しさやうちはれて遊べわぬも遊ば

第２句（８拍）：イチャテイウリシサヤ［，icjati'urisjisaja］

全５２１：けふのほこらしややなをIこぎやなたてるつぼでをる花の

第４句（６拍）：ツイユチャタグトゥ［cijucjatagutu］

露きやたごと

(2)いか【如何】（[i］の語頭音脱落）

長形：イチャ［'icja］短形：チャ［cja］

全５１０：暁やなゆりいきやおさうずめしやいが別るさめとめば袖の涙
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第２句（８拍）：イチヤウソズイミシエガ［'icja，usozi misjega］

へて朽たばきやしゆが全３５４：染めてあるかなのあだなゆめやすがもしかながらへて

第４句（６拍）：クタバチャシュガ［kutabacjasjuga］

(3)しら-いと【白糸】（[i］の語中音脱落）（塵3）

長形：シライトゥ［sjira'itu］短形：シラチュ［sjiracju］

全４５５：一期自由ならぬ事や白糸に紺染めよ染めて朽たす心気

第２句（８拍）：クトゥヤシライトゥニ［kutujasjira，itunji］

全２０８：赤糸貫花や里にうちはけて白糸貫花やよゑれわらべ
－

第３句（８拍）：シラチュヌチバナヤ［sjiracjunucjibanaja］

(4)いな【早】（[i］の語頭音脱落）

長形：イナ［，ina］短形：ニャ［nja］

全４８９：むつれ遊びゆたすいな昔なため振合ちやる今日や昔語らひ

第２句（８拍）：イナンカシナタミ［，inaNkasjinatami］

全８０８：高離島や物知らせどころにや物知やくたん渡ちたばうれ

第３句（８拍）：ニヤムヌシヤビタン［njamunusjijabitaN］

(5)いのち【命】（[i］の語頭音脱落）

長形：イヌチTinucji］短形：ヌチ［nucji］

全2367：寄りつめる年に無蔵や先立てて朝顔の命くらしかねて

第３句（８拍）：アサガウヌイヌチ［，asagaunu，inucji］．

全2539：心しち飲めばせわごとも忘すて酒や命のべる薬やすが
￣

第３句（８拍）：サキヤヌチヌビル［sakijanucjinubiru］

(6)いみ-あり【いみ有り】（[i］の語頭音脱落）下例は連体形（いらっしゃる）

長形：イメル［,imeru］短形：メル［meru］

全1712：錦うち重ねいまゐる日ど我身や朝夕肝の願お待ちしゃべる

第２句（８拍）：イメノレフイドウワミヤ［，imeruhwiduwamija］

全1379：月の夜も夜ゑ闇の夜も夜ゑ里がいまゐる夜どにや夜さらめ

第３句（８拍）：サトウガメルユルドウ［satugamerujurudu］

(7)いみ-おはる【いみ御座る】（[i］の語頭音脱落）下例は命令形（いらっしゃい）

長形：イモリ［'imori］短形：モリ［mori］
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全2741：恩納松下に禁止の牌の立たば越えて久志辺野古

第４句（６拍）：シヌデイイモリ［sinudi，imori］

忍でいまうれ

全2199：夕間暮やかはてここてるさあもの

第３句（８拍）：シヌディモリタゲニ

忍でまうれ互に語て遊ば

[sinudimoritagenji］

(8)‐いろ【色】（[i］の語中音脱落）

長形：イル［，iru］短形：－ル［-ru］

全８２１：眺めてもあかぬ白菊の花の露の色そへて咲きやるきよらさ

第３句（８拍）：ツイユヌイルスイテイ［cijunu，irusuiti］

全５０３：諸鈍めやらべの雪のろの歯口いつか夜のくれてみ口吸はな

第２句（８拍ルユチヌルヌハグチ［jucjinurunuhagucji］

(9)つき－よ【月夜】（[i］の語中音脱落）（嬢4）

長形：ツィチユ［cicjiju］短形：ツィチュ［cicju］

全1390：旅の夜の寝覚め十六夜の月夜友まどて鳴きゆら夜半の千鳥

第２句（８拍）：イザユイヌツィチユ［，izajuinucicjiju］

全１９９：月夜や月夜ともて明ける夜や知らぬわらべ腕枕にやうちほれて
￣－

第１句（８拍）：ツィチュヤツィチュトゥムティ［cicjujacicjutumuti］

(10)に-や回（[i］の語中音脱落）助詞「に｣＋助詞「や」

長形：ニヤ［njija］短形：ニャ［nja］

全６５１：そだてたる里やこの世にやをらぬ誰たので咲きやが無`清の菊や

第２句（８拍）：クヌユニヤウウラヌ［kunujunjijawuranu］

全2890：夜や夢通ひ昼や肝通ひわが胸の中やまどにやならぬ

第４句（６拍）：マドゥニャナラヌ［madunjanaranu］

(11)め-わらべ【女童】（[i］の語中音脱落）

長形：ミヤラビ［mijarabi］短形：ミャラビ［mjarabi］

全2388：浦浦の深さ名護浦の深さ名護のめやらべの思い深さ

第３句（８拍）：ナグヌミヤラビヌ［nagunumijarabinu］
はたち

二十めやら"､§全７２４：あがり立つ雲や世果報しによくゆり遊びしによくゆる

第４句（６拍）：ハタチミャラビ［hatacjimjarabi］

(12)継続形（テヲリ形、［i］の語中音脱落）下例は終止形（上段）と連体形（下段）
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長形：テ形十居り短形：テ居り融合形

全2493：上てども行かばたんであまこまに

第３句（８拍）：ガンジュシチウゥンディ

岩乗しちをんで 語て呉れやう

wuNdi］[gaNzjusjicji

全２９８：よそめ恥しちど思まいふりしちゆる忘られめ恋路年やよても

第２句（８拍）：ウマヌフリシチユル［，umanuhwuriSjicjuru］

継続形（｢～している」の意）は「動詞テ形十居り」に由来する。琉歌では「テ形｜居り」

を区切ってよむ発音と、「テ居り」を融合させてよむ発音とがあり、これによって伸縮が可能

になっている。

(13)保存形（テオク形、［i］の語中音脱落）下例は已然形十バ

長形：テ形十置ク短形：テ置ク融合形

全2873：庭の手水鉢の蓋あけておけば案内なく月のお宿めしやうち

第２句（８拍）：フタアキテイウキバ［hwuta，akiti，ukiba］

全1347：打置けば鴫ゆめ提げとけば鳴ゆめ里が持ちなしど我胴や持ちゆる

第２句（８拍）：サギトゥキバナユミ［sagituki辺najumi］

保存形（｢～しておく」の意）は「動詞テ形十置ク」に由来する。琉歌では「テ形｜置ク」

を区切ってよむ発音と、「テ置ク」を融合させてよむ発音とがある。

無声摩擦音を含む音（ブイ［hwi]、シ［sji]）も日常語（首里方言）では脱落することがあ

り、そのような語にも伸縮が行える。

(14)ひと【人】（[hwi］の語頭音脱落）

長形：フィトゥ［hwitu］短形：チュ［cju］

全４１５：蘭の匂心朝夕思とまれいつまでも人のあかぬごとに

第３句（８拍）：イツィマデインフイトウヌ［，icimadiNhwitunu］

全2775：しやんま小ややとて人のしやんま笑ていやあやつとめとめよくのしやんま
－

第２句（８拍）：チユヌシヤンマワラテイ［cjunusjaNmawarati］

(15)ひと-【－】（[hwi］の語頭音脱落）

長形：フィトゥー[hwitu-］短形：チュー[cju-］

全７３：あけやうぐらさらぬとまいて着きをものお門に出ぢめしやうれ一目をがま

第４句（６拍）：フィトゥミウゥガマ［hwitumiwugama］

全８３８：聞けば仲里や花の本てもの咲き出らば一枝持たちたばうれ
￣

第３句（８拍）：サチディラバチュイィダ［sacjidirabacjujida］
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(16)ひとり【－人】（[hwi］の語頭音脱落）

長形：フィチュイ［hwicjui］短形：チュイ［cjui］

全３５７：たのむ夜やふけておとづれもないらぬ一人山の端の月に向かて

第３句（８拍）：フイチユイヤマヌフアヌ［hwicjuijamanuhwanu］

全2756：官話大和口沖縄物語一人話し話しびりんばらん

第３句（８拍ルチユイハナシバナシ［cjuihanasjibanasji］

(17)はしり【走り】（[sji］の語中音脱落）

長形：ハシリ［hasjiri］短形：ハイ［hai］

全1638：お船の綱とれば真艫吹き送ていまゐの梶歌へば

第４句（６拍）：トゥラヌハシリ［turanuhasjiri］

虎のはしり

全1705：とらの方の風にとらの日に出ぢやちとらの走りしめてとらの門口
一

第３句（８拍）：トゥラヌハイシミティ［turanuhaisjimiti］

(18)もも－とし【百年・百歳】（[sji］の語尾音脱落）（塗5）

長形：ムムトゥシ［mumutusji］短形：ムムトゥ［mumutu］

全1754：百歳の渡中しがらみは立てていつも年波や寄らぬあらな

第１句（８拍）：ムムトゥシヌトゥナカ［mumutuSjinutunaka］

全1755：百歳年寄のうち笑ていまゐすこれど世栄のしるしざらめ
￣

第１句（８拍）：ムムトゥトゥシユイヌ［mumututusjijuinu］

(19)シサ形容詞（[sji］の語中音脱落）下例は「うれしさ」のサ語幹。

長形：ウリシサ［'urisjisa］短形：ウリシャ［，urisja］

全５６０：うれしさのあまりまことても思まいもしか思尽す夢やあられ

第1句（８拍）：ウリシサヌアマリ［，urisjisanu，amari］

全４０４：打ち鳴らし鳴らし四つ竹は鳴らち今日や浜出ぢて

第４句（６拍）：アスイブウリシヤ［，asibu，urisja］

遊ぶうれしや

「うれしさ」「かなしさ」などいくつかの「シサ形容詞」には、形容詞の基本的な形である

サ語幹（沖縄古語大辞典編集委員会1995：784-785）に、「～シサ」［-sjisa］の長形と、それ

が音融合した短形「～シャ」［-sja］とがある。

１．１．１．２．ｕ系音の脱落

母音［u］も、［i］と同じく、脱落の有無によって語形を伸縮させることができる。
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(20)－うち【内】（[u］の語中音脱落）

長形：－ウチ［-'ucji］短形：－チ［-cji］（麓6）

全１０６８：この間や小舟風ままになれてなまや川内にいかりとめて

第３句（８拍）：ナマヤカワウチニ［namajakawa'ucjinji］

全４９４：西のさな登て真南向かて見ればましらこに見ゆる里が殿内

第４句（６拍）：サトウガトゥヌチ［satugatunucji］

(21)－うみ【海】（[u］の語中音脱落）

長形：－ウミ［－，umi］短形：－ミ［-ｍi］

全2864：後海のしさい取るものやあらぬ仲村渠かまど波にもまち

第１句（８拍）：クシウミヌシサイ［kusjruminusjisai］

全1129：深さある故ど波風も立ちゆる浅海こぎ渡れ恋の小舟

第３句（８拍）：アサミクジワタリ［'asamikuzjiwatari］

(22)－うら【浦】（[u］の語中音脱落）

長形：ウラ［，ura］短形：‐ラ［-ｍ］

全２７７：仲島の浦の冬のさびしさや千鳥鳴く声に松のあらし

第１句（８拍）：ナカシマヌウラヌ［nakasjimanu,uranu］

全４２２：瓦屋つぢのぼて真南向かて見れば島の浦ど見ゆる里や見らぬ

第３句（８拍）：シマヌラドゥミユル［sjimanuradumijuru］

(23)うらめしさ【恨めしさ】（[u］の語頭音脱落）

長形：ウラミシ［,uramisji］短形：ラミシャ［ramisja］

全１３３９：仲島の小橋渡て恨めしや恋のかけはしや渡りぐれしや

第２句（８拍）：ワタテイウラミシヤ［watati，uramisjija］

全1211：昔袖振たる花の物語与所に聞きなしゆる年の恨めしや

第４句（６拍）：トゥシヌラミシャ［tusjinuramisja］

全1339の「ウラミシヤ」［'uramisjija］は、基本語幹「ウラミシ」［，uralr

「ヤ」［-ja］と分析する。全1211の「ラミシャ」［ramisja］はサ語幹。［，

幹の「ウラミシサ」［,uramisjisa］または「ウラミシャ」［，uramisja］の

全1339の「ウラミシヤ」［'uramisjija］は、基本語幹「ウラミシ」［，uramiSji]＋詠嘆の終助

詞「ヤ」［-ja］と分析する。全1211の「ラミシャ」［ramisja］はサ語幹。［u］の脱落しないサ

語幹の「ウラミシサ」［,uramisjisa］または「ウラミシャ」［，uramisja］の例は見つけられな

かった。

(24)うゑる【植える】（[u］の語頭音脱落）下例は連用形（上段）とテ形（下段）
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長形：ウヰー['uwi-］短形：ゐ-['wi-］

全1277：百敷のお庭に植ゑしげる竹の節節に君がよはひこめて

第２句（８拍）：ウヰシジノレダキヌ［，uwisjizjirudakinu］

全2851：わやの西東銭木植ゑてあものなりのどもならば持たち呉らゑ

第２句（８拍ルジンギゐテイアムヌ［zjiNgi'witi'amunu］

この例は、１．１．２．の範囑にも入れられるかもしれない。

(25)-おと【音】（[u］の語中音脱落）

長形：－ウトゥ［-'utu］短形：－トゥ［-tu］

全４０９：干瀬にうち寄せる波音もないらぬでかやう慰みに出ぢて遊ば

第２句（８拍）：ナミウトゥンネラヌ［namrutuNneranu］

全2988：冬の山らしの音に驚きやり追かける敵の足音ともて
－

第４句（６拍）：アシトゥトゥムテイ［'aSjitutumuti］

(26)わ‐おや【我親】（[u］の語中音脱落）（塗7）

長形：ワウヤ［ｗａ，uja］短形：ワヤ［waja］

全７７０：節節がなれば木草だいも知ゆり人に生まれとて

第４句（６拍）：ワウヤシラー［ｗａ，ujasjiranji］

わおや

我親矢Uらね

わや

全８８５：旅や浜宿り草の葉ど枕寝ても忘ららぬ我親のおそば

第４句（６拍）：ワヤヌウスバ［wajanu'usuba］

(27)し-をる【為居る】（[u］の語中音脱落）

長形：シュユル［sjujuru］短形：シュル［sjuru］

全1331：わがしゆゆる恋や干瀬に打つ小波寄り着きやんとめば

第１句（８拍）：ワガシュユルクイヤ［wagasjujurukuija］

別て行きゆさ

全2091：のがすどくかにある我身のしゆる恋や思尽すことの果てやないらぬ

第２句（８拍）：ワミヌシユルクイヤ［waminusjurukuija］

「し-をる」は、動詞｢す」【為】のヲリ語幹（２．１．２.）の連体形。［sjiworu]→[sjiwuru］

→［sjujuru］（長形）→［sjuru］（短形）という音変化が想定されうる。

(28)しより【首里】（[u］の語中音脱落）

長形：シュユイ［sjujui］短形：シュイ

全１２２：波の声もとまれ風の声もとまれ

第３句（８拍ルシュユイティンガナシ

[sjui］

首里天がなしみおんき拝ま

[sjUjuitiNganaSji］
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全1286：虎頭松山の松の葉の数にかけて願やくら首里のお果報
一

第４句（６拍）：シユイヌウクワフ［sjuinu'ukwahwu］

【首里】は、『おもろさうし』のかな表記では「しより」と書かれ、「まだま」【真玉】（３拍）

などの対語との対応を考えると（松永明私信)、おもる語としては３拍の［＊sjijuri］が再

構されうる。琉歌語には上記のように長形「シュユイ」［sjujui］と短形「シュイ」［sjui］が

ある。日常語（首里方言）では「シュイ」［sjui］で、短形と同じ形をしている（国立国語研

究所1963：491)。

(29)きのふ【昨日】（[u］の語尾音脱落〔[uu］の短縮〕）

長形：チヌウ［cjinuu］短形：チヌ［cjinu］

全1575：昨日今日とめばいな秋もすぎて木草枯れはてる冬になため

第１句（８拍）：チヌウチュウトゥミバ［cjinuucjuutumiba］

全2293：昨日見ちゃろ鏡今日取やり見れば知らぬ年寄のまからまうちやが

第１句（８拍）：チヌンチャルカガン［cjinuNcjarukagaN］

「チヌ」［cjinu］という短形は、「語尾音脱落」と言うより、むしろ琉歌において長母音を禁

止する「長音禁止制約」（西岡1996：４４）の適用で母音が短縮された形と言うべきかもしれな

い。

[hwu］や［zu］の脱落の有無で、語形の伸縮を行う例もある。

(30)ふた-【二】（ふた）（[hwu］の語頭音脱落）

長形：フター[hwuta-］短形：夕一[ta-］

全１６９：二葉から出ぢて幾年が経たら巌抱き松のもたえさかえ

第１句（８拍）：フタバカラんジテイ［hwutabakaraNzjiti］

全1149：山ごとに秋や紅葉葉の二色雁やいつ着きやが鳴きよ渡る

第２句（８拍ルムミジバヌタイル［mumizjibanuta'iru］

(31)ふたり【二人】（[hwu］の語頭音脱落）

長形：フタリ［hwutari］短形：タイ［tai］

全1829：い言葉のごとに節待たなすれば二人定まらぬ玉の命

第３句（８拍）：フタリサダマラヌ［hwutarisadamaranu］

全７００：なびくなやうよその袖とやり引きも二人がいことばの朽たぬ限り
－

第３句（８拍）：タイガイクトゥバヌ［taiga'ikutubanu］
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(32)お-ふれ【御船】（[hwu］の語中音脱落）

長形：ウフニ［，uhwunji］短形：ウニ［'unji］

全1704：虎に羽つけて飛ぶよりも早く雲に馳せ入ゆる按司のお船

第４句（６拍）：アジヌウフニ［'azjinu'uhwunji］

全２３：だんじよかれよしや選でさし召しやいるお船の綱とれば風やまとも

第３句（８拍）：ウニヌツィナトゥリバ［，unjinucinaturiba］

沖縄古語大辞典編集委員会1995：583には「おうね」で立項されているが、本稿では全1704

の訓み「ウフニ」［，uhwunji］を尊重し、「お-ふれ」【御船】で出すことにした｡(注8）

(33)づま【何処】（[zu］の語頭音脱落）

長形：ズマ［zuma］短形：マ［ｍａ］

全1726：北京お主てだやずまにそなれよが七つ星下の北京ちよしま

第２句（８拍）：ズマニスナリユガ［zumanjisunarijuga］

全2293：昨日見ちゃる鏡今日取やり見れば知らぬ年寄のまからまうちやが

第４句（６拍）：マカラモチャガ［makaramocjaga］

１．１．２．［ｕｉ］の短縮（[ｗｉ］へ）

２拍の［ui］と、１拍の［ｗｉ］による使い分けの例もかなりある。もともと２拍だった語

が、音変化によって［wii］あるいは［ｗｉ］の要素を持つようになり、［wii］も「長音禁止制

約」によって琉歌では［ｗｉ］と短く発音されるようになっている。「１．１．１．２．ｕ系音

の脱落」と重なり合う部分がある（→例(24)(38)など)。

(34)うへ【上】（[ui］：［ｗｉ]）

長形：ウイ［，ui］短形：ゐ［'ｗｉ］

全３４８：しなさけど頼む誰が上になても忘れてやり言ちも思まいおきゆめ

第２句（８拍）：タガウイニナティン［taga，uinjinatiN］

全３９０：わが身つで見ちどよその上や知ゆる無理するな浮世なさけばかり

第２句（８拍）：ユスヌゐヤシユル［jusunuWijasjijuru］

(35)おもひ【思い】（[uiL［(ｗ)i]）

長形：ウムイ［，umui］短形：ウミ［，umi］

全３３２：あさましや思ひ定めても変るたのみがたなさや人の心

第１句（８拍）：アサマシヤウムイ［'asamasjija，umui］

全３７０：`肩ある露ど花の上や降ゆる真実の思のあだになゆめ
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第３句（８拍）：シンジツイヌウミヌ［sjiNzjicinu，uminu］

(36)－くれ【暮れ】（[uri］：［ｗｉ]）

長形：－グリ［-guri］短形：－グィ［-gwi］

全2846：夜のあけててだの上り初めから仲間節一節日暮れまでも

第４句（６拍）：フイグリマデイン［hwigll12imadiN］

全６３８：聞けばさびしさや夕間暮れとつれてたたく山寺の鐘の音声

第２句（８拍）：ユマングィトゥツィリティ［jumaNgwituciriti］

(37)こえる【越える】（[ui］：［ｗｉ]）下例はテ形

長形：クイテイ［kuiti］短形：クイテイ［kwiti］

全２３９：名護の大兼久山入端も越えて今帰仁の城なまどつきやる

第２句（８拍）：ヤマニユフアンクイテイ［jamanjuhwaNkuiti］

全2068：七門越えて九門にわないお待ちしゅすがなまで来ぬ里やにやよそつれて

第１句（８拍）：ナナジョクィティクジョニ［nanazjokwitikuzjonji］

(38)こゑ【声】（[ui］：［ｗｉ]）

長形：クイ［kui］短形：クイ［kwi］

全１９１：春や花盛り深山鴬の匂しのでほける声のしほらしや

第４句（６拍）：クイヌシユラシヤ［kuinusjurasja］

全122：波の声もとまれ風の声もとまれ首里天がなしみおんき拝ま

第１句（８拍）：ナミヌクイントゥマリ［naminukwiNtumari］

長形は「クヰ」［kuwi］の発音も可能であるらしい（全1333第４句、全1404第３句など)。

(39)にほひ【匂い】（[ui］：［ｗｉ]）

長形：ニウイ［njiui］短形：ニヰ［njiwi］

全２８７：人にあることの隠さらぬあすや闇の夜の梅の匂さらめ

第４句（６拍）：ニウイサラミ［njiuisarami］
ちか

全１１５９：近さたるがlﾅて油断どもするな梅の葉や花の匂や知らぬ

第４句（６拍）：ニヰヤシラヌ［njiwijasjiranu］

１．１．３．広母音の短縮

１．１．３．１．母音融合と関わるもの

日常語（首里方言）では［ai］などから［ee］へと音変化するものが、琉歌では起こってい
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ない場合がある。このような［ee］への音変化阻止も、音数律を合致させるための使い分け

といえる。［ee］は琉歌の「長音禁止制約」によって１拍の［e］と短縮されるため、２拍と

１拍で語形の伸縮ができる（synizesis)。

(40)いはひ【祝い】（[ai］：［e]）

長形：イワイ［，iwai］短形：イヱ［，iwe］

全７１７：うれしさや庭の竹の節節に君が万代の祝こめて

第４句（６拍）：イワイクミテイ［'iwaikumiti］

全１７１７：八十八月の祝の面影もひきよせて見ゆさ今日の座敷
一

第２句（８拍）：イヱヌウムカジン［，iwenu'umukajiN］

(41)いらへ【応え】（[ei］：［e]）

長形：イレイ［，irei］短形：イレ［'ire］

全８１４：浜の浜ながいしわが呼びやり泣きものよで一言も

第４句（６拍）：イレイスィラヌ［，ireisiranu］

いらへすらぬ

全６５５：塚に手よかけてわが呼びやい泣きも後生に落てつきやめ

第４句（６拍）：イレンスィラヌ［，ireNsiranu］

いらへもすらぬ

全８１４の「いらへ」を、「イライ」［，irai］と発音することもできるのかもしれない。

(42)ならひ【習い．｜償い】（[ai］：［e]）（麓9）

長形：ナライ［narai］短形：ナレ［nare］

全１２６８：会者定離の`慣ひ知らぬ恨めしや馴れ染めて二人別る心気

第１句（８拍）：イィシャジョリヌナライ［jisjazjorinunarai］

全５５３：三重城Iこのぼて手巾持上げれば走船のならひや一目ど見ゆる

第３句（８拍）：ハイフニヌナレヤ［haihwunjinunareja］

(43)よ|まひ【齢】（[ai］：［e]）

長形：ユワイ［juwai］短形：ユヱ［juwe］

全1694：鶴亀と松に齢くなべとて千歳見だれれやう果報なお主前

第２句（８拍）：ユワイクナビトゥテイ［juwaikunabituti］

全1678：七八十までや並並の齢米の齢越えて百のお祝
一

第３句（８拍）：ユニヌユヱクイテイ［junjinujuwekuiti］

(44)わらひ-【笑い】（[ai］：［e]）
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長形：ワライー[warai-］短形：－ワレ［-ｗare］

全１０５：謝敷女童の花まさり姿笑ひ顔みればあおちやくさい

第３句（８拍）：ワライガウミリバ［waraigaumiriba］

全９６：謝敷板干瀬にうちやり引く波の謝敷めやらべの目笑ひ歯茎
一

第４句（６拍）：ミワレハグチ［miwarehagucji］

(45)ま-はへ【真南風。真南】（[ai］：［e]）

長形：マファイ［mahwai］短形：マフェ［mahwe］

全2895：沖や北風吹きゆり根瀬や南風吹きゆり加那が腰や

第４句（６拍）：マフアイフチユイ［mahwaihwucjui］

真南風吹きゆり

全1242：梅や花咲きゆり庭や雪降ゆり無蔵がふちよころや真南ど吹きゆる
￣

第４句（６拍）：マフエドゥフチュル［mahweduhwucjuru］

全2895は、もとは大島民謡であるが、首里方言に即して訓む場合でも、【南風】は｢フェエ」

［hwee］より「ファイ」［hwai］のほうが、「ニシ」［njisji］などと母音［i］で脚韻を踏んで

いて良いと思う。この歌には他にもいろいろと押韻が駆使されているが、脚韻に関係すると

ころのみを以下の囲み線に示す｡(産'０）

，ｕ団ja

nji団ja

kanaga

nji団hwucjuD

hwaUhwucjuD

hwucjukuruja

mahwaUhwucjuD

(46)て-やり回（[tijari］：［teiD

長形：ティヤリ［tijari］短形：テイ［tei］

全３６４：照る月のきよらさ潮汲まんてやりおしつれて浜に出ぢて行きゆん

第２句（８拍）：シユウクマンテイヤリ［sjuukumaNtijari］

全５９３：産子ふやかれて飛ばんてやりすればあちやや母とまいて泣きゆらとめば

第２句（８拍）：トゥバンテイスィリバ［tubaNteisiriba］

て-やり団は引用の助詞で、「テイヤリ」［tijari］（３拍）と「テイ」［tei］（２拍）の両方の

発音が可能である。短形「テイ」［tei］は、長形「テイヤリ」［tijari］から音変化した形であ

ろう（[tijari］→［teei］→［teiD。

(47)確証形（テアリ形）下例は連体形

長形：テ形十有り短形：テ有り融合形

－４８－
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全７５９：朝夕うみつなぎ

第２句（８拍）：カキティ

掛けてあるかせに 色深くかなの染まなおきゆめ

[kakiti，arukasjinji］アルカシニ

全2717：あんぐわたやよかていな夫も持ちゆり我身やなまわらべ

第４句（６句）：サキドゥムテル［sakidumuteru］

酒ど盛てある

確証形（｢してある」の意）は「動詞テ形十有り」に由来する。例(１２)(13)と同じく、「テ

形｜有り｣を区切ってよむ発音と､｢テ有り｣を融合させてよむ発音とで音数律の適合化を行っ

ている。

(48)まへ【前】（[ee］の短縮）

長形：メエ［ｍｅe］短形：メ［ｍｅ］

全1358：目の前の契りしゅんともてをるなあの世までわぬや頼でをもの

第１句（８拍）：ミヌメエヌチジリ［minumeenucjizjiri］

全１１４：油買うてたばうれじはも買うてたばうれ捨て夫の見る前みなでしやくら

第３句（８拍）：スイテイウゥトゥヌミルメ［sitiwutunumirume］

まへ【前】には、「メエ」［ｍｅe]という長形と「メ」［ｍｅ]という短形がある。「メエ」［ｍｅe］

は音数律を優先させて「長音禁止制約」が適用されなかった形である。一方、「〆」［ｍｅ］の

ほうは音数律に適合させるため、「長音禁止制約」を適用した形である。

(49)あふぎ【扇】（[ＣＯ］の短縮）

長形：オオジ［，oozji］短形：オジ［，ozji］

全５４１：三重城Iこのぼて打ち招く扇またもめぐり来て結ぶ御縁

第２句（８拍）：ウチマニクオオジ［，ucjimanjiku,oozji］

全１８８：夏の日も秋の情通はちゆて手になれし扇の風のすださ

第３句（８拍）：ティニナリシオジヌ［tinjinarisji'ozjinu］

あふぎ【扇】にも、長音を含む長形「オオジ」［，oozji］がある。

(50)いや囮（[aa］の短縮）

長形：やア［，jaa］短形：や［，ja］

全2722：いやあがわぬ恩てなきやんてやり蚊片足も出ぢやす暇やないらぬ

第１句（８拍）：やアガワンウムテイ［，jaagawaN，umuti］

全2934：いえ木いやが島や名護ゑ国頭ゑやぐめさも知らぬお床のぼて

第１句（８拍）：エブクやガシマヤ［，ebuku'jagasjimaja］

2人称単数代名詞「いや」にも、長音を含む長形「やア」［，jaa］がある。

－４９－
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「まへ」「あふぎ」「いや」（さらに例（29）「きのふ」も含めて）の諸例は、「長音禁止制約」

が「音数律制約」よりも強くないことを示している。「長音禁止制約」は、あくまでも音数律

から食み出る長音を短くするだけであって、音数律に合致していればそのままの長音でかま

わない｡(注'1）

音数律制約＞長音禁止制約

１．１．３．２．Ｗ音脱落と関わるもの

日常語（首里方言）では、母音［a］に挟まれたｗ音は脱落して［aa］となるが、琉歌では

脱落が阻止されることがある。脱落しない長形[awa］と、［ｗ]の語中音脱落による短形[a］

（｢長音禁止制約」で短縮）とによって音数律を合致させることができる（syneresis)。

(51)せめ-なは【責め縄】（[ｗ］の語中音脱落）（錘'2）

長形：シミナワ［sjiminawa］短形：シミナ［sjimina］

全1923：義理の責め縄も急ぎ朽ち果ててわが自由になゆる浮世やらな

第1句（８拍）：ジリヌシミナワン［zjirinusjiminawaN］

全2515：浮世のがともて我自由しやんすれば恨めしや朽たぬ義理の責縄
一

第４句（６拍）：ジリヌシミナ［zjirinusjimina］

(52)－まはり【回り】（[ｗ］の語中音脱落）

長形：－マワイ［-mawai］短形：-マイ［-mai］

全1341：真福地のはいちゃうや行き回り回りこまに根ざすまた回り回り元に根ざす

第２句（８拍）：イチマワイマワイ［，icjimawaimawai］

全1955：里前思ゆんでがまこやせ果てて二回りある帯の三回りなたさ
￣

第３句（８拍）：タマイアルウビヌ［tamai'aru，ubinu］

(53)やま-かは【山川】（[ｗ］の語中音脱落）

長形：ヤマカワ［jamakawa］短形：

全５５２：那覇の親泊おしたてるはしら

第３句（８拍）：ヤマトウヤマカワニ

ヤマガ［jamaga］

大和山川にひけよはしら

[jamatujamakawanji］

:那覇からや出ぢやちけふ三日どなゆるいつの間に着きやが山川港
一

（６拍）：｣ヤマガンナトゥ［jamagaNnatu］

全５５１

第４句

(54)おもは-よりか【思おうよりか】（[ｗ］の語中音脱落）

－５０－
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長形：ウマワユイカ［，umawajuika］短形：ウマユイカ［，umajuika］

全2052：とても打ち殺せ惜しむ身やあらぬ－人焦がれとて思はよりか

第４句（６拍）：ウマワユイカ［，umawajuika］

くつさ思まよりかご縁あるうちにゆるちたばうれ全６９２：捨てられてあとの

第２句（８拍）：クツイサ ウマユイカ［kucisa'umajuika］

１．１．３．３．語形成に関わるもの

複合語の前部要素が母音［-a］で終わり、後部要素が［'a-］で始まる場合、

さを保持して［-a'a-］と発音される場合と、１拍短縮されて［-a-］と発音ざオ

リ（synaloepha)、音数律適合化の役割を果たしている。

まる場合、そのままの長

と発音される場合とがあ

(55)やま-あらし【山嵐】（[a，a］の短縮）

長形：ヤマアラシDama，arasji］短形：ヤマラシ［jamarasji］

全６２４：のがやう山嵐咲き出ゆる花のひとさかり待たな吹きよ散らす

第１句（８拍）：ヌガヨヤマアラシ［nugajojama，arasji］

全６２１：冬の山嵐や足元もつまて肝も肝ならぬあけやういきやなゆが
￣

第１句（８拍）：フユヌヤマラシヤ［hwujunujamarasjija］

次の-あたり【当たり】も類例だが、短形の例しか見つからなかった。

(56)-あたり【当たり】（[a，a］の短縮）

短形：－タイ［-tai］

全2101：花当の里前花持たちたばうち

第１句（８拍）：ハナタイヌサトゥメ

花持たさよりか御胴いまうれ

[hanatainusatume］

(57)シサ形容詞の活用（[a，a］の短縮）下例は連体形

長形：シャ＋有り短形：シャ有り融合形

全１９０７：かにくりしやあるゑ哀れ思無蔵が別れ路の袖にすがて泣けば

第１句（８拍）：カニクリシャアルイ［kanjikurisja'arui］
もも

百|艮めしやる全1164：渡られる浮世渡ららぬ舟に乗たるこの我身ど

第４句（６拍）：ムムラミシヤル［mumuramisjaru］ (注１３）

「～しさ」の「シサ形容詞」は、サ語幹に「有り」を補って活用を行うが、例(12)(13)(47）

と同様、「シャ｜有ル」［-sja，aru］を区切ってよむ発音と、「シャ有ル」を融合させて「シャ

ル」［-sjaru］とよむ発音とがある。
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１．２．音の付加・伸長による音数律の適合化

今までは、音が脱落・短縮される具体例を見てきた。これとは逆に、琉歌の単語そのもの

の内部において、音の付加・伸長によって音数律合致をもたらしている適例は見つけられな

かった。「まん-なか」【真ん中】「マンナカ」［maNnaka］が、擬音「ン」［Ｎ］の付加とし

て、候補に挙げられるかもしれないが、短形に当たる「ま-なか」【真中】「マナカ」［manaka］

の琉歌例がない（沖縄古語大辞典編集委員会1995：615,625)。

(58)まん-なか【真ん中】

長形？：マンナカ［maNnaka］

全2734：大中の大瀬道の真中に幾代あめあられふても居ちゆさ

第２句（８拍）：ミチヌマンナカニ［micjinumaNnakanji］

２．形態的変種

形態的変種とは、形式は異なるが同様の意味を持つ要素が付いたり、冗長的な上位語（包

摂語）や語彙的意味をほとんど失った接辞が付いたりすることによって生み出される語形の

バリアントのことである。これら変種を「活用語に関する変種｣、「助詞（格標識を含む）に

関する変種｣、「上位語または接辞の付加に関する変種」の三つに分類した。

２．１．活用語に関する変種

２．１．１．アリ形：テ形

動詞のアリ形（｢動詞連用形＋有り」に由来）とテ形（沖縄古語大辞典編集委員会1995では

「接続形」と呼ぶ）は、双方とも「～して､」という同様の意味を持っている。以下の例(59）

においては、第４句に「アスイバ」［'asiba］（遊ぼう）が来ているが、その前にある動詞を見

ると、－つ（上段）にはアリ形、もう一つ（下段）にはテ形を用いている。

「～して､」を意味する動詞形

長形：アリ形短形：テ形

全６１：月も照りきよらさ糸とまいれ童露の玉ひろて貫きやり遊ば

第４句（６拍）：ヌチヤイアスイバ［nucjai，asiba］

全１８：けふのよかろ日に昔どしいきやて嬉しさや互に語て遊ば

第４句（６拍）：力タテイアスィバ［katati'asiba］

(59）

上段のアリ形｢ヌチャイ」［nucjai］をテ形｢ヌチ」［nucji］にしてしまうと、「ヌチアスィ
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（」［nucji'asiba］となり、５拍で１拍足りない。逆に、下段のテ形「カタテイ」［katati］

をアリ形「カタヤイ」［katajai］にしてしまうと、「カタヤイアスイ（」［katajai，asiba］

となり、７拍で１拍多すぎる。すなわち、ちょうど６拍に合致するように、アリ形とテ形を

使い分けているのである（喜界島八月踊り歌テキストにおける音数律適合化にも同じ手法が

あることを、西岡1996：51-53では述べている)。

２．１．２．ヲリ語幹：基本語幹

次に動詞の語幹の違いで拍数の調節を行っている例を見ていきたい。次に掲げる「降る」

の例は、上段がヲリ語幹の連体形、下段が基本語幹の連体形である。

(60)ふる【降る】

長形：フユル［hwujuru］（ヲリ語幹活用）短形：フル［hwuru］（基本語幹活用）

全1458：降ゆる春雨に野辺の百草もみどりさしそへて盛るうれしや

第１句（８拍）：フユルハルサミニ［hwujuruharusaminji］

全2130：降る雨にたよて笠に顔隠ち忍で行く心よそに知らぬ
￣

第１句（８拍）：フルアミニタユティ［hwuru'aminjitajuti］

基本語幹活用は、音変化を別にすれば、本土語（標準日本語）と同様と考えてよいだろう。

一方、ヲリ語幹活用の由来は動詞連用形に「居り」が後接したもので、当初は「～している」

という継続的なアスペクトを示していたと考えられるが、現在の日常語（首里方言）でその

アスペクト的な意味は無くなっている。また、琉歌語でも『琉歌全集』全1458の解説に、「フ

ユル」［hwujuru］に「降っている」ではなく、「降る」という解釈がなされている。すなわ

ち、「フユル」［hwUjuru］を使っても「フル」［hwuru］を使っても意味的には同じことを言

い表している。とすると、これらの例における「フユル」［hwujuru］と「フル」［hwuru］の

使い分けは、専ら音数律を合致させるためであるという主張が成立する。この場合、短形の

「フル」が文語的歌謡語、長形の「フユル」が口語的日常語の位置を占める。

２．１．３．連体形：尾略形（準連体形）

動詞の活用形の違いによって音数律に適合させる例がある。以下は双方とも後ろに「ばか

り」回「ビケイ」［bikei］が続く例だが、一方では「過去・連体形｣、他方では「過去・尾略

形(準連体形)」が用いられている。尾略形(準連体形)が連体形よりも１拍少ないことによっ

て音数律にうまく合致する。

(61）「ビケイ」（ばかり）に係る動詞形
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長形：連体形短形：尾略形（準連体形）

全2667：若狭町てすも名付けたるばかり買ひ戻ち見ちゃる人やをらぬ

第２句（８拍）：ナズイキタルビケイ［sazikitarubikei］

全2789：鷹の鳥てすも

第２句（８拍）：スラー

空に飛だばかり 暁の鶏や 国の宝

tudabikei］トゥダビケイ［suranji

２．１．４．未然形十ン：未然形（志向形）

以下は双方とも後ろに｢と-おもひて」【と思て】「トゥムテイ」が続く例だが、一方では｢未

然形十ン」（｢ン」［-Ｎ］は、推量･意志の助動詞「む」画）によって、他方では未然形（志

向形）のみによって、「～しよう」（意志）の意味を表している。「ン」の１拍分の出し入れ

で、音数律に合致させることができる。

(62）「～しよう」（意志）を意味する動詞形

長形：未然形十ン短形：未然形（志向形）

全2957：今宵おめさましがらめかんともて産子引きつれて出ぢて行きゆん

第２句（８拍）：Ｚｒラミカンートゥムテイ［garamikaNtumuti］

全2277：恨む比謝橋やわぬ渡さともて,渭ないぬ人のかけておきやら

第２句（８拍）：ワンワタサトゥムティ［waNwatasatumuti］

２．１．５．已然形十（：已然形

以下の例は、一方では「過去・已然形十（」によって、他方では「過去・已然形」のみに

よって、「～したら」という条件節を示している。「（」の1拍分の出し入れで、音数律に合

致させることができる。

(63）「～したら」（条件）を意味する動詞形

長形：已然形十（短形：已然形

全2761：樵菓子がやらともてあけたればえまづだのやちやうもならぬ桃と漬菜

第２句（８拍）：アキタリバエマズィ［，akitariba'emazi］

全1688：たんかなて花のきぬくすて見ちゃれ

第２句（８拍）：チンクスィティンチャリ

よかてさめ鶴や千代の姿

[cjiNkusitiNcjari］

なお、日常語（首里方言）では、「已然形十（［-ba]」の［b］が脱落し、音融合して［-ee］

の要素を持つ。そうすると、全1688の「見ちゃれ」は、［Ncjaree］から「長音禁止制約」を

経た「ンチャレ」［Ncjare］と訓まれる可能性を考慮すべきかもしれない（音韻的変種)。あ
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るいは、琉歌の語法では、単に、「バー」［-ba]なしの已然形単独による条件節ができるとい

うことなのかもしれない。

２．１．６．ラ行四段化一段系動詞：四段系動詞

動詞活用の種類の違いも、音数律の適合化に役立つことがある。「わかれる【別れる】」「う

らめる【恨める】」など、元来は一段動詞活用であったけれどもう行四段動詞活用との類推に

よって「わかれらぬ（別れない)」「うらめらぬ（恨まない)」のように活用する動詞を「ラ行

四段化一段系動詞」と呼び、「わかる【別る】」「うらむ【恨む】」などのように、元から四段

動詞活用である動詞を「四段系動詞」と呼ぶことにする。例(64)は、上段がラ行四段化一段

系動詞の活用、下段が四段系動詞の活用の用例である。

(64)わかれる【別れる】：わかる【別る】下例はテ形

長形：ワカリティ［wakariti］短形：ワカティ［wakati］

全３１７：別れても互にご縁あてからや糸に貫く花の散りて退きゆめ

第1句（８拍）：ワカリティンタゲニ［wakaritiNtagenji］

全７１３：拝でなつかしややまづせめてやすが別て面影の立たばきやしゆが

第３句（８拍）：ワカティウムカジヌ［wakati'umukazjinu］

ラ行四段化一段系動詞の活用のほうが、四段系動詞の活用よりも１拍多く稼げるために、

音数律の合致にうまく使い分けができる。同じ例として、「わすれる【忘れる】・わする【忘

る】｣、「うらめる【恨める】・うらむ【恨む】｣、「ちれる【散れる】・ちる【散る】」などを挙げ

ることができよう。

動詞に限らず、可能の助動詞「れる」（ラ行四段化一段系活用）と「る」（四段系活用）に

も平行的なことが言える。

(65)れる画：る画下例は未然形

長形：－リラ-[-rira-］短形：－ラー[-ra-］

全2720：いかも釣られらぬ魚も釣られらぬ崎樋川の沖にのるんとろん

第１句（８拍）：イカンツイラリラヌ［，ikaNcirariranu］

全2904：これまでよとめばすててもどららぬ心くらやみになるが心気

第２句（８拍）：スイティティムドウララヌ［sititimuduraranu］

２．１．７．グトゥニ：グトゥ

琉歌語で「～のように」という副詞的な比況表現には、ごと【如】「グトゥ」［gutu］とい
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う基本語幹と、ごとに【如に】「グトゥニ」［gutunji］という二形があり、その１拍の差が音

数律合致のために有効に働いている。

(66)ごと【如】

長形：グトゥニ［gutunji］短形：グトゥ［gutu］

全2932：婆前小つら見れば口汁のたゆさ梅干のごとにわざでをこと

第３句（８拍）：んミブシヌグトウニ［'Nmibusjinugutunji］

全１１８：伊集の木の花やあんきよらさ咲きゆりわぬも伊集のごと真白咲かな

第3句(8拍):ﾜﾇﾝｲｼﾞｭﾇｸﾞﾄｳ[wanuN，izjunugllLll]

２．１．８．ネラヌ：ネヌ

現在の日常語（首里方言）には「無い」に当たる形式に「ネーン」［neeN］と「ネーラン」

［neeraN］がある。「ネーン」［neeN］の［-Ｎ］は、［'araN］（有らぬ）との類推で付いたも

のとされ、「ネーラン」［neeraN]の[-raN］も、［neeN]が出来て以降、また新しくParaN］

（有らぬ）との類推が働いて付いたものとされる（伊波普猷1975[1933］：544-545)。琉歌語

にも「ネラヌ」［neranu］と「ネヌ」［nenu］の両形式があり、音数律適合化のために使い分

けられている面がある（西岡1993：37-38でも「ネラヌ」「ネヌ」の使い分けと音数律の関係

を述べている)。

(67)なさ【無さ】

長形：ネラヌ［neranu］短形：ネヌ［nenu］

全６２３：夢にたづねても音信もないらぬあはれかたらたる人の行衛

第２句（８拍）：ウトウズイリンネラヌ［，utuziriNneranu］

全６６６：さらば立ち別らよそ目ないぬうちにやがて暁のとひも鳴きゆら

第２句（８拍）：ユスミネヌウチニ［jusuminenu'ucjinji］

２．１．９．シチユテイ：シユテイ

「～せずして｣に当たる表現として､琉歌語には、「未然形十ナ[-na］シチュテイ［Sjicjuti]」

と「未然形十ナ［-na］シュテイ［sjuti]」などがある。「シチュテイ」は「して＋居り

て｣、「シュテイ」は「し＋居りて」と別々に由来するか、あるいは、「シュテイ」は「シチュ

テイ」の音変化した形か（音韻的変種）決めかねている。金城朝永・服部四郎1955：３３５に

依拠して、［sicjuti］→［ssjuti］→［sjuti］という後者の音変化説を認めるべきかもしれな

い。

－５６－

Hosei University Repository



(68)して-をりて：し-をりて（＜す【為】）

長形：シチュティ［sjicjuti］短形：シュティ［sjuti］

全６７０：あまりどく鳴くな野辺のきりぎりすまさるわがつらさ

第４句（６拍）：シラナシチュテイ［sjiranasjicjuti］

知らなしちゆて

全４０１：実れやう実れ茄子姑の屋の茄子実らなしゆて茄子嫁名立ちゆめ

第３句（８拍）：ナラナシユティナスィビ［naranasjutinasibi］

２．１．１０．畳語的形式

草稿の段階で、「ウチナラシナラシ」［，ucjinarasjinarasji］（全308第１句）「クリカイシ

ガイシ」［kurikaisjigaisji］（全1141第２句）などの畳語的形式に、音数律が深く関わってい

ることをどのように扱うのかという指摘を受けた(松永明私信)。形態的変種の範囲で考え

るなら、全体を畳語化した「ウチナラシウチナラシ」を長形、複合語の後部要素のみを畳

語化した「ウチナラシナラシ」を短形とし、長形は拍超過なので存在しないという解釈も

あろう。ただし、そうした語形の長短という観点だけでは説明しきれていない部分も感じて

いる。今後の課題にしたい（畳語による音韻的変種については、例(105)(106)参照)。

(69)畳語的形式

短形？：ウチナラシナラシ

全３０８：打ち鳴らし鳴らし

［，ucjinarasjinarasji］

四つ竹は鳴らちけふやお座出ぢて遊ぶ嬉しや

ナラシ［'ucjinaraSjinarasji］第１句（８拍）：ウチナラシ

２．２．助詞（格標識を含む）に関する変種

２．２．１．対格（ユ格：ゼロ格）

日常語（首里方言）では、対象となる語を示す対格表示を、何も付けないゼロ格で表すが、

琉歌語では、そのほかによ団「ユ」［ju］を後接させたユ格で表すことがある。この「ユ」

は、本土語の助詞「を」と同根であろう。元来音数律を整えるためだけの「産み字」が対格

標識化したという考え方も、可能性としては残るかもしれない｡(鐘'４）

(70)よ回の有無

長形：－ユ［ju］短形：-．（ゼロ）

全2366：寄よる年波の後先よ見ればなまど百年の渡中わたり

第２句（８拍）：アトゥサチユミリバ［'atusacjijumiriba］

全2383：上泊のぼて若狭町見ればいちゆた潟原の馬の走り

第２句（８拍）：ワカサマチ生ミリバ［wakasamacji生miriba］
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両例とも、第２句（８拍）において、「ミリバ」（３拍）へ続く語形には、５拍必要である。

5拍名詞はゼロ格でよいが、４拍名詞はユ格を用いることで音数律を合わさねければならな

い。

２．２．２．一人称単数属格

「私の」にあたる言い方には、長形「ワガ」［waga］と短形「ワ」［ｗａ］がある｡(達'5)短形

「ワ」［ｗａ］は、日常語（首里方言）の「ワー」［waa］が「長音禁止制約」によって短縮さ

れたものである。

(71)わ【我・吾】囮

長形：ワガ［waga］短形：ワ［ｗａ］

全７５１：急ぎ立ち戻ら月も眺めたい里やわが宿に待ちゆらだいもの

第３句（８拍）：サトゥヤＺＺｉｉヤドゥニ［satujaWagajadunji］

全７０：久米の五葉の松下枝の枕思童むざうや我腕枕

第４句（６拍）：ワウデイマクラ［ｗａ，udimakura］

２．２．３．向格（ンカイ格：カイ格）

向格を表すとき、琉歌語において、ンカイ［Nkai］格とカイ［kai]格の１拍差で音数律の

適合化を行っているような例がある。

(72)に-かへ回：かへ団

長形：ンカイ［Nkai］短形：カイ［kai］

全1987：首里にかりいまゐらいやりわない頼ま木綿引きゆたんで語たてたばうれ

第１句（８拍）：シユインカイイメラ［sjuiNkai'imera］

全1072：沖縄かへいまゐら我身もざうていまうれ我身一人残ちいまゐのなゆめ
￣

第１句（８拍）：ウチナカイイメラ［，ucjinakai，imera］

両例とも、第１句（８拍）において、「イメラ」（３拍）へ続く語形には、５拍必要である。

しより【首里】は、「シュユイ」（３拍）という特殊な長形を使って「シュユイカイ」という

選択肢もあるかもしれないが、ここでは一般的な語の「シュイ」（２拍）に「ンカイ」（３拍）

を後接させて５拍に合致させたほうが自然と見なされたのだろう。おきなは【沖縄】は、「長

音禁止制約」で「ウチナ」と３拍になっても、「ンカイ」（３拍）を後接させると６拍で１拍

超過するので、「カイ」（２拍）が選択されたといえる｡(嬢16）
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２．２．４．具格（シヤイ格・シヤニ格・シチ格：スイ格）
す

具格を表す際、現代の日常語（首里方言）では、「し（為の連用形)＋有り＋Iこ」ｌこ由来す
す

るサーニ［sa:nji］格と、「して（為のテ形)」Ｉこ由来するシシ［ssji］格がよく用いられる。琉

歌語には、「し有り」に由来するシャイ［sjai］格、「し有りに」に由来するシャニ［sjanji］

格、「して」に由来するシチ［sjicji］格とスイ［si］格がある。スイ格の「スイ」［si］は、琉

歌で「す」と表記されているのでそう訓まれているが、「す」はシチ格が音変化した「シシ」

［ssji］の形を写したものかもしれない。１拍異なっているシャイ格･シャニ格とスイ格の関

係は、形態的変種と言ってよいが、同じく１拍異なっているシチ格とスイ格の関係は、音変

化が意識されていると考えれば音韻的変種にも捉えられうる。

(73)し‐あり回・し-あり－に回・して団

長形：シャイ［Sjai］・シャニ［sjanjiルシチ［sjicji］短形：スイ［si］

全５５０：手巾持上げれば与所の目のしげさかしらとりなづけ手しやい招け

第４句（６拍ルティシャイマニキ［tisjaimanjiki］

全2850：我ぬ抱きゆる手しやによそ抱きゆるやらば飛るさきやことにひしやそれれ

第１句（８拍）：ワンダチュルティシャニ［waNdacjurutisjanji］

全2740：御胴しち御胴たかくたる御胴みたぬからからのやうんち小瓶

第１句（８拍）：ウンジユシチウンジユ［'uNzjusjicji，uNzju］

全2200：夢うちにだいんす恋のならはしや袖す顔隠ち忍で行きゆさ

第３句（８拍）：スディスィカウカクチ［sudisikaukakucji］

２．２．５．所格（ウウトウテイ格：ウウテイ格）

所格を表す際の琉歌語には、「居りて＋居りて」に由来するウゥトゥテイ［wututi］格と、

「居りて」に由来するウゥテイ［wuti］格があり、１拍長さの異なる両形式の使い分けで音

数律合致への調節ができるようになっている。日常語（首里方言）では「ウゥトゥテイ」に

相当する形式が｢ウゥトーティ」［wutooti]として、「ウゥティ」に相当する形式がやはり「ウゥ

ティ」［wuti］として現れる。

なお、琉歌語や首里方言における具格や所格は、いずれもある動詞のテ形やアリ形が文法

化して、格になったものである。その点では「２．１．活用語に関する変種」としての側面

もある。

(74随とて回：をて団

長形：ウゥトゥティ［wututi］短形：ウゥティ［wuti］
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全2822：船に馬置きやり馬に真帆引かち行かぬ先をとて着きやさとまり

第３句（８拍）：イカヌサチウゥトゥティ［，ikanusacjiwututi］

全６４２：この世をて里や御縁ないぬさらめ－人こがれとて死ぬが心気
一

第１句（８拍）：クヌユウゥテイサトゥヤ［kunujuwutisatuja］

２．２．６．サラミ：サミ

琉歌語には、強意･感嘆を表す終助詞として「サラミ」［sarami］と「サミ」［sami］の形

式がある。「サラミ」は「す（強意の係助詞)＋有ら（｢有り」未然形)＋め（推量の助動詞「む」

已然形)｣、「サミ」は「す（強意の係助詞)＋有（｢有り」尾略形)＋め（疑問・反語の終助詞

「め｣）と別々に由来するか、それとも、「サミ」は「サラミ」がただ縮約された形（音韻的

変種）なのか（[sarami］→［saami］→［sami］？）確信が持てないでいる。いずれにせ

よ、両形の１拍の差によって音数律に合致させることができる。

(75)さらめ回：さめ國

長形：サラミ［sarami］短形：サミ［sami］

全７１５：十日越しの夜雨草葉うるはしゅすおかけぼさへ御代のしるしさらめ

第４句（６拍）：シルシサラミ［sjirusjisarami］

全1132：ままならぬものや恋路さめ人の義理やそむからぬ浮世やれば

第２句（８拍）：クイジサミフィトゥヌ［kuizjisamihwitunu］

２．３．上位語または接辞の付加に関する変種

２．３．１．上位語の付加

ある名詞（例えば「鉋｣）にその上位概念の語（例えば「貝｣）を補って、音数律を適合化

させているような例がいくつか見受けられる。

(76)あはび‐がひ【飽貝】：あはび【鮠】上位語：貝

長形：アワビゲ［'awabige］短形：アワビ［，awabi］

全２１２：袖や波下の飽貝がやゆら夢の間の浮世ひとりぬらち

第２句（８拍）：アワビゲガヤユラ［rlwabigegajajura］

全６１５：朝夕なれそめてあはれ片糸の思ひいや増しゆる海のあはび

第４句（６拍）：ウミヌアワビ［，uminu，awabi］

(77)せんどう－しゅ【船頭主】：せんどう【船頭】上位語：主

長形：シンドゥシュ［sjiNdusju］短形：シンドゥ［sjiNdu］
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全2584：船と船橋や船頭主の気がけ徒さばくりや地頭代気がけ

第２句（８拍）：シンドゥシュヌチガキ［sjiNdusjunucjigaki］

全2629：渡中おし出れば船頭ままだいもの真艫のりめしやうれお船の船頭
一

第４句（６拍）：ウニヌシンドウ［，unjinusjiNdu］

(78)もみぢ-ば【紅葉葉卯もみぢ【紅葉】上位語：葉

長形：ムミジバ［mumizjiba］短形：ムミジ［mumizji］

全1558：春の花どころあかぬ眺めゆす秋の紅葉葉の錦さらめ

第３句（８拍）：アチヌムミジバヌ［'acjinumumizjibanu］

全1556：花の紅の色よりもまさて深く染めなちやる秋の紅葉
一

第４句（６拍）：アチヌムミジ［'acjinumumizji］

(79)ことひ-うし【特牛牛】：ことひ【特牛】上位語：牛

長形：クテイウシ［kuti'usji］短形：クテイ［kuti］（２拍差）

全2763：特牛の姿見ちゃめ思童闇の夜に角のみとるごとさ

第１句（８拍）：クテイウシヌスイガタ［kuti'usjinusigata］

全７１：おほにしの特牛やなざちやらど好きゆるわすた若者や花ど好きゆる
￣

第１句（８拍）：ウフニシヌクテイヤ［'uhwunjisjinukutija］

(80)さくら-ばな【桜花】：さくら【桜】上位語：花

長形：サクラバナ［sakurabana］短形：サクラ［Sakura］（２拍差）

全1438：流れゆる水に桜花うけて色きよらさあてどすくて見ちゃる

第２句（８拍）：サクラバナウキテイ［sakurabana，ukiti］

全２０７：白瀬走川に流れゆる桜すくて思里にぬきやりはけら
－

第２句（８拍）：ナガリユルサクラ［nagarijurusakura］

(81)はは-おや【母親】：はは【母】上位語：親

長形：ファファウヤ［hwahwa，Uja］短形：ファファ［hwahwa］

全2967：夢うつつこころ鬼虎の口も凌ぎ母親よ拝むことや

第３句（８拍）：シヌジフアフアウヤユ［sjinuzjihwahwa，ujaju］

(２拍差）

全2979：朝夕うきくりしや焦がれはて死なば死出の山越えて母よ拝ま
－

第４句（６拍）：フアフアユウウガマ［hwahwajuwugama］

もちろん、「ちち-おや【父親】：ちち【父】」もこれと同じ関係である｡(注'7）
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(82)て-うで-まくら【手腕枕】：うで-まくら【腕枕】上位語：手

長形：テイウデイマクラ［ti，udimakura］短形：ウデイマクラ［'udimakura］

全880:こひん小のお酒仲人のたましかまど小と我身や手腕枕

第４句（６拍）：テイウデイマクラ［tfudimakura］

全７０：久米の五葉の松下枝の枕思童むざうや我腕枕
一

第４句（６拍）：ワウデイマクラ［ｗａ'udimakura］

２．３．２．接頭辞「イ」［，i］の付加

接頭辞「イ」［i］は、後続の名詞との結合を考えると、動詞「いふ」【言う】の連用形に由

来すると思われる。「いふ｣は後続名詞の上位語と見ることもできよう。琉歌においては音数

律を適合化するための役割のほうが大きい。

(83)い-ことば【い言葉】：ことば【言葉】（['i］の付加）（塵'8）

長形：イクトゥバ［，ikutuba］短形：クトゥバ［kutuba］

全2261：一期たのまらぬ花とてやり言ゆたる人のい言葉やなまど知ゆろ

第３句（８拍）：フイトウヌイクトウバヤ［hwitunu,ikutuba］

全2330：なまど思知ゆるさやか照る月の影よ`恨みたる人の言葉
一

第４句（６拍）：フイトゥヌクトゥバ［hwitunukutuba］

(84)い-はなし【い話】：はなし【話】（[，i］の付加）

長形：イファナシ［,ihwanasji］短形：ハナシ［hanaSji］

全1749：昔ごとんでどいはなしも聞きやるふだかちやの御代もめぐて来ちゃさ

第２句（８拍ルイファナシンチチャル［，ihwanasjiNcjicjaru］

全2265：いつも喜びの話聞きぼしやのひまびまや互Iこよらてたばうれ
－

第２句（８拍）：ハナシチチブシャヌ［hanasjicjicjibusjanu］

２．３．３．接辞「シ」［sji］の付加

接辞「シ」［sji］は動詞「す」【為】の連用形に由来すると思われるが、その語彙的意味は

薄れてきている。琉歌では音数律適合化の役割が大きい。例(85)は接頭辞、例(86)は接尾辞

の例。

(85)し-なさけ【し情】：なさけ【情】（[sji］の付加）

長形：シナサキ［sjinasaki］短形：ナサキ［nasaki］

全2659：人のしなさけに深山忘れためゆるせはも飛ぱい篭の鳥や
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第１句（８拍）：フィトゥヌシナサキニ［hwitunusjinasakinji］

全2510：いつす忘れゆが朝夕わが親の心慰める人のなさけ

第４句（６拍）：フィトゥヌナサキ［hwitununasaki］

(86)わらベーし【童し】：わらべ【童】（[sji］の付加）

長形：ワラビシ［warabisji］短形：ワラビ［warabi］

全2567：年の数読どて大人ほしやしゆたるわらべしの真肝いつもあらな

第３句（８拍）：ワラビシヌマヂム［warabisjinumazjimu］

全６１：月も照りきよらさ糸とまいれ童露の玉ひろて貫きやり遊ば
￣

第２句（８拍）：イトゥトゥメリワラビ［'itutumeriwarabi］

上記のほかに、接頭辞｢お-」【御】「ウ｣、「み-」【御】「ミ｣、「ま-」【真】「マ」などに対し

ても、敬意・丁寧・賛美の付加のみならず、音数律調節の機能を見ていく必要があるだろう。

その他、２拍以上の美称辞や、指小辞「ぐわ」【小】「グヮ」なども同様である。

３．語彙的変種

語彙的変種とは、意味的にほぼ同じであるが形式は異なる語同士を使い分けることで、音

数律に合致させているものをいう。異なる形式の語は完全に同義とは断言できないので、厳

密には、音数律に合致させるという理由だけでは済まないのかもしれない。ただ、その類義

語同士の語形の長さに注目すると、やはり長形と短形に分けられるので、音数律の制約もか

なり働いているのではないかと思われるのである。

(87)あひだ【間】：ま【間】

長形：ゑダPweda］短形：マ［ｍａ］

全1979：自由ならぬ恋路浮世小車のめぐて来る間の待ちのくりしや

第３句（８拍）：ミグテイクルゑダヌ［migutikuruWedanu］

全３５１：しばし片時も忘る間やないらぬかなし面影と一期つれて

第２句（８拍）：ワスイルマヤネラヌ［wasirumajaneranu］

(88)あるじ【主】：ぬし【主】（鐘'9）

長形：アルジ［，aruzji］短形：ヌシ［nusji］

全３５５：染めて色つかぬかなのあめ世界に情あて染めれ紺屋の主

第４句（６拍ルクヤヌアルジ［kujanu'aruzji］
かびみづ

全５６４：通水の山や－人越えて知らぬ乗馬と鞍と主と三人
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第４句（６拍）：ヌシトウミチヤイ［nusjitumicjai］

(89)うはさ【噂】：さた【沙汰】

長形：ウワサ［，uwasa］短形：サダ［sata］

全1690：千代のかれよしの小松引くけふや野辺のもる人も

第４句（６拍ルユチヌウワサ［，jucjinu，uwasa］

雪のうはさ

全2064：泣きゆて恨みゆすが笑て沙汰しゅんで語てたべめしやうれ
－

第２句（８拍）：ワラテイサタシュンデイ［waratisatasjuNdi］

夜半のお月

(90)うまが【孫】：まご【孫】

長形：んマガ［'Nmaga］

全2671：大人なててやり

第４句（６拍）：んマガ

短形：マグ［magu］

遊び忘られめ遊び庭の片手

カタディ［，Nmagakatadi］

むまが片手

全1730：孫の真実や杖につきめしやうち百の坂までものぼていまうれ

第１句（８拍）：マグヌシンジツイヤ［magunusjiNzjicija］

(91)おと【音卯ね【音】

長形：ウトゥ［，utu］短形：二［nji］

全2531：義理もしなさけも節節にこめてかき鳴らす琴の音のしほらしや

第４句（６拍ルウトウヌシユラシヤ［，utunuSjurasja］

全2204：よしむ言の葉や琴の音にのせて我袖ひくよりも別れぐれしや

第２句（８拍）：クトゥヌニニヌシテイ［kutununjinjinusjiti］

(92)おとづれ【訪れ】：たより【便り。頼り】

長形：ウトゥズィリ［，utuziri］短形：タユイ［tajui］

全５０１：ませ内のくりしや恩ひ知りめしやうち風の音信や聞かちたばうれ

第３句（８拍）：カジヌウトゥズィリヤ［kazjinu，utuzirija］

全2048：渡海の上に我身や浮く舟の心こがれとて待ちゆる

第４句（６拍ルカジヌタユイ［kazjinutajui］

風のたより

(93)お-には【御庭】：お-みや【御庭】(漣２０）

長形：ウニワ［，unjiwa］短形：ウナ［una］

全1661：九重のお庭巌抱き松のさかるうれしさや枝葉までも

第１句（８拍）：ククヌイヌウニワ［kukunuinu，unjiwa］
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全1278：百敷のお庭に枝も葉も茂てみどりさしのべる松のきよらさ
￣

第１句（８拍）：ムムシチヌウナニ［mumusjicjinu'unanji］

(94)かたき【敵・仇卯てき【敵】

長形：カタチ［katacji］短形：ティチ［ticji］

全７２０：かたき討取たるけふのほこらしややすぎし父母も嬉しやめしやいら

第１句（８拍）：カタチウチトゥダル［katacji'ucjitutaru］
おめぐゎ

全９０９：思子取り戻ち敵討たんともて哀れ商人にやつれ出づる
￣

第２句（８拍）：ティチウタントゥムティ［ticji'utaNtumuti］

(95)ぐすく【城】：しろ【城】

長形：グスィク［gusiku］短形：シル［sjiru］

全８７５：今帰仁の城しもなりの九年母しけま乙樽がぬきやいはきやい

第１句（８拍）：ナチジンヌグスィクー［nacjizjiNnugusiku］

全2448：見る人のあまり恨めらなおきゆめいつも勝連の城に向かて

第４句（６拍）：シルニンカテイ［sjirunjiNkati］

(96にころ【心】：きも【肝】

長形：ククル［kukuru］短形：チム［cjimu］

全2994：親のためしちゃる心からさらめかにある百果報のつきやることや

第２句（８拍）：ククルカラサラミ［kukurukarasarami］

全2757：肝からがやゆら口先がやゆら袖凋|きとめるづりのしざま
－

第１句（８拍）：チムカラガヤユラ［cjimukaragajajura］

(97)ごしやん：つゑ【杖】

長形：グシャン［gusjaN］短形：ツィヰ［ciwi］

全2759：肝や蚊坂先立ててをすがごしゃんとまいゆんで遅くなたさ

第３句（８拍）：グシヤントウメユンデイ［gusjaNtumejuNdi］

全1730：孫の真実や杖につきめしやうち百の坂までものぼていまうれ
￣

第２句（８拍）：ツィヰニツィチミショチ［ciwinjicicjimisjocji］

(98)すがた【姿】：かげ【影】

長形：スィガタ［sigata］短形：カジ［kazji］

全2511：いろいろの姿照り写す鏡よしあしのあとも ないらぬきよらさ
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第１句（８拍）：イルイルヌスィガタ ［，iru，irunusigata］

影写す間の宝だいもの

［kazji'ucusuWedanu］

全2536：心あてみがちくもらすな鏡

第３句（８拍）：カジウツスゑダヌ

(99)てだ：ひ【日】

長形：ティダ［tida］短形：ブイ［hwi］

全1195：若狭大道に引きよとめおかな空に行き過ぎる

第４句（６拍）：ウツィチウティダ［，ucicji，utida］

全2624：月と日の光かくす雲霧や吹きはらてたばうれ

第１句（８拍）：ツイチトゥフィヌフィカリ［cicjitu

お月おてだ

空のみかぜ

hwinuhwikari］

(１００)なみだ【涙】：なだ【涙】

長形：ナミダ［namida］短形：ナダ［nada］

全４６９：涙より外にい言葉やないらぬつめて別れ路の近くなれば

第１句（８拍）：ナミダユイフカニ［namidajuihwukanji］

全３２７：昔覚出しやりながめればやがて涙に月かげや曇て見らぬ

第３句（８拍）：ナダニツィチカジヤ［nadanjicicjikazjija］

(101)みやげ【土産】：つと【苞】

長形：ミヤギ［mijagi］短形：ツィトゥ［citu］

全５４７：里やあちや出船ののみやげしやくがかれよしの歌どみやげしやくら

第２句（８拍）：ヌヌニーゴごＥシヤビガ［nunumijagisjabiga］

全１２７：潮汲みゆんすれば月も汲み移ちわが宿のつとになるがうれしや
￣

第３句（８拍）：ワガヤドゥヌツィトウニ［wagajadunucitunji］

(102)もろこし【漢土】：たう‐ど【唐土】

長形：ムルクシ［murukusji］短形：トオドゥ［toodu］

全１７７３：拝で覚出しゆさ昔唐土の民と楽しだる玉のうてな

第２句（８拍）：ムカシムルクシヌ［mukasjimurukusjmu］

全1950：里が庭花や物も言やんばかり唐土うち向かて笑て咲きゆさ

第３句（８拍）：トオドウウチンカティ［toodu，ucjiNkati］

(103)や-はん【夜半】：よ-は【夜半】

長形：ヤファン［jahwaN］短形：ユワ［juwa］
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全５０８：枕ならべたる夢のつれなさや月やいりざがて冬の夜半
一

第４句（６拍）：フユヌヤファン［hwujunujahwaN］

全2405：恋し明津浦の友呼びゆる千鳥鳴く声聞く夜半や眠りぐれしや
－

第３句（８拍）：ナククィチクユワヤ［nakukwicjikujuwaja］

そのほか、

いとま【暇】「イトゥマ」：ひま【暇】「フィマ」

うしろ【後】「ウシル」 ：こし【後】「クシ」

こがれ【黄金】「クガニ」：きん【金】「チン」

なり【実り】「ナイ」 ：み【実】「ミ」

にしき【錦】「ニシチ」 ：きん【錦】「チン」（全2605第２句？）

はね【羽】「ハニ」 ：は【羽】「ファ」「ハ」

よだ【枝】「イィダ」 ：え【枝】「イィ」

よる【夜】「ユル」 ：よ【夜】「ユ」

などの使い分けにも、音数律の要因が関わっているのかもしれない。

4．結びにかえて：音数律を優先させた訓み方

本稿では、いくつかの手法が琉歌の音数律適合化に作用していることを考察してきた。こ

こでは、結びにかえて、琉歌の訓みのオーソリテイーとなっている『琉歌全集』の訓みに対

して、より音数律にかなった訓みを提言したい。以下、いくつかの例を挙げる。

まず最初の例(104)。

(104)全2523：開静鐘や鳴てもおぞむ人やをらぬ－期この世界や闇がやゆら

この第２句を『琉歌全集』では｢ウズムフイトゥヤウゥラン」［，uzumuhwitujawuraN］

と訓む゜これでは９拍となり、必要な８拍より１拍多い゜そこで、例(14)に倣い、「フィトゥ」

［hwitu］【人】の部分を短形の｢チュ」［cju]で訓めば、「ウズムチュヤウウラン」［，uzumu

cjujawuraN]でちょうど８拍となり、音数律に合致する(類例・全2069第３句、全2652第２

句)。

['uzumuhwitujawuraN］

['uzumucjujawuraN］

(９拍）

(８拍）○

｢ウズムフィトウヤウウラン」

｢ウズムチュヤウゥラン」

二番目の例(105)を挙げる。
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(105)全３９７：いかれいかれ二才衆二三十どいかる四五十になれば大人だいもの

この第１句を「琉歌全集』では「イカリイカリニセシュ」［'ikari，ikarinjisesju］と訓

むが、これも９拍で８拍より１拍多い。この場合、２番目の「イカリ」［'ikari］における最

初の狭母音「イ」［i］は発音せずに、「イカリカリニセシュ」［，ikarikarinjisesju］と発音
イカレ

するほうが音数律に合致する。『琉歌百控』の表記では「勢れカリ」となっており、タト間守善

１９９７：383でも「イカリカリニセシュ」という訓みが当てられている（類例・全784第３句、

全1609第１句)。

イカレ オトナ

(106)勢れかり二才衆二三十といかる四五十Iこ成は強たいもの（『琉歌百控』４７番歌）

｢イカリイカリニセシュ」

｢イカリカリニセシュ」

[，ikari'ikarinjisesju］

['ikarikarinjisesju］

(９拍）

(８拍）○

三番目の例(107)。

(107)全５１３：末吉のかいじゃう鐘や首里のかいじゃうともて里起ちやらち我肝やみぬざ

この第１句を『琉歌全集』では「スイユシヌケジョガニヤ」［suijusjinukezjoganjija］

と訓み、１０拍となって通常必要な８拍より２拍も多くなっている。そこで、【末吉】の日常語

（首里方言)の音形に注目してみよう。【末吉】は、日常語(首里方言)では｢スイーシIsiisji］

と発音される(国立国語研究所1963：471)。これに琉歌の｢長音禁止制約｣を適用すれば｢スイ

シ」［sisji］となる。第１句を「スィシヌケジョガニヤ」［sisjinukezjoganjija］と訓めば、

ちょうど８拍にできる（類例・全2779第１句)｡(瞳21）

[suijusjinukezjoganjija］

[sisjinukezjoganjija］

｢スイユシヌケジョガニヤ」

｢スィシヌケジョガニヤ」

(10拍）

(８拍）○

最後に、もう一つ例を挙げてみよう。

(108)全1863：沖縄と八重山縁の糸はへて面影の立たば互に引かな

この第１句を、『琉歌全集』では、「おきなは」【沖縄】を「ウチナ」［，ucjina］とし、「ウチ
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ナトゥヤイマ」［，ucjinatujaima］と訓んでいるが、これでは７拍で必要な８拍に１拍足り

ない。音数律適合化のためには、「１．１．３．２．ｗ音脱落と関わるもの」における「ｗ音

脱落阻止」に倣って、「ウチナワトゥヤイマ」Pucjinawatujaima］で訓むくきではないだ

ろうか。（橇22）

rucjinatujaima］

['ucjinawatujaima］

(７拍）

(８拍）○

｢ウチナトゥヤイマ」

｢ウチナワトゥヤイマ」

以上のように、音数律を優先させた訓みのほうが、『琉歌全集』の訓みよりも琉歌作者自身

の発音に合致していたのではないかと期待して、本稿を終えたい。

（注１）本稿では「拍」という用語を「モーラ」と同義で使用する。

本稿で用いる簡易音声表記は、上野善道1993：４６を参考にした。注意すべきものを掲げて

おく（ＩＰＡとの対応等)。仮名表記も含めて、『琉歌全集』で用いられている標音記号とは

若干異なるので注意されたい。なお、長母音は母音を重ねて表記する（[aa］など)。

'－，（声門閉鎖音）

hw-[①］（両唇摩擦音）

sｊ－ｍ（硬口蓋歯茎無声摩擦音）

zj-[d3］・［3］（硬口蓋歯茎有声破擦音・有声摩擦音）

cj-[tl］（チーcjD

c-[ts］（ツィーｃＤ

ｎｊ－二（ャ）の子音

hj-上（ャ）の子音

Ｎ－ｌ發音（位置を問わず全てＮを用いる）

後続子音と同一記号一促音

注意すべき仮名表記は以下の通り。喉頭化した半母音や撒音はひらがな表記。

ｊａ－ヤ，ja-や，Ｎ－ん Ｎ－ン

，ｗｉ－ゐ ｗｉ－ヰ

，ｗｅ－ゑｗｅ－ヱ

ｊｉ－イィ

ｗｕ－ウゥ
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本稿は琉歌形式の音数律について論じたものだが、『おもろさうし』の音数律については、

外間守善・西郷信綱1972：550、高橋俊三1991：151-173、松永明1998、琉歌形式の成立論に

ついては､伊波普猷1975[1927］：39-46､金城朝永1971[1954］：６１－１００､仲原善忠1977[1959］：

72-74､服部四郎1971[1959]､比嘉春潮1971[1963］：５３､比嘉実1975：98-107､小野重朗1977：

217-229、玉城政美１９９１：103-104,外間守善１９９５：325-335などの考察がある。

（注２）複合語の扱いについては、かなりの問題が残っている。複合語の形成によって音脱

落が起こっているとき、そこに関与するのはまず複合語の規則であって、音数律の規則では

ない。たとえば、例(20）「トゥヌチ」［tunucji］【殿内】は、元来は「との-うち」であったろ

うが、その複合語が熟して「トゥヌチ」［tunucji］となった段階では、もはや分割できない－

つの語である（さらに「トゥンチ」［tuNcji］と発音されてゆく）。短形「トゥヌチ」［tunucji］

から長形「トゥヌウチ」［tunu'ucji］を再構成する可能性は低いと思われるし、事実そのよう

な用例は見つからない｡例(8)｢ユチヌル｣[jucjinuru]【雪の色】､例(22)｢シマヌラ」[sjimanur‐

a］【島の浦】も、かなり複合語性が高いと思われるので、本稿では「語中音脱落」と同類に

捉える。

（注３）あか-いと【赤糸】にも「アカチュ」［'akacju］という「アカイトウ」［'aka'itu］が

縮約した音形があるけれども、「アカイトゥ」［，aka'itu]という長形の用例は見つからなかっ

た。以下は「アカチュ」［'akacju］の例。

全４３７：芋の葉の露や真玉よかきよらさ赤糸あく゛まきに貫きやいはきやい

第３句（８拍）：アカチュアグマチニ［'akacju，agumacjinji］

（注４）つき-の-よ【月の夜】

入れるべきかもしれない。

全７９７：誰が宿がやゆら

第２句（８拍）：ツィチヌ

｢ツイチヌユ」［cicjinuju]という、さらに1拍長い形も考慮に

月の夜のよすがひくや三味線の音のしほらしや

ユヌユスィガ［cicjinujunujusiga］

(注５）【百歳】には「ヒャクセ」［hjakuse］という訓みもある。

全３９５：子孫そろて願たごとかなて大主の百歳お祝しやくら

第３句（８拍）：ウフヌシヌヒヤクセ［,uhwunusjinuhjakuse］

（注６）（注２）参照。このような複合語の要素は、母音の狭広の違いこそあれ、複合語形成

の観点から、「１．１．３．３．語形成に関わるもの」と併せて考慮すべきものかもしれな

い。
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(注７）おや【親】が複合語の前部要素となると、音変化した形「ゑ-」［'ｗｅ-］が出てく

る。

全2499：山原と親国こカゴとへぢやめればいきやがなていまゐら音も聞かぬ

第１句（８拍）：ヤンバルトゥゑグー［jaNbarutuWegunji］

(注８）「お-ふれ」ではなく、接頭辞に「み」【御】を用いた「み-ふれ」の例もある。

全1554：軒や苔むして年やふる寺の池にすみ渡る月のみ舟

第４句（６拍）：ツィチヌミフニ［cicjinumihwunji］

（注９）「ならはし」【習わし・'慣わし】「ナラワシ」［narawasji］という語も考慮に入れれ

ば、さらに１拍伸ばせる例となる。

全３８２：無'情に渡られめ人のならはしのたとひ義理の上の浮世やても

第２句（８拍）：フィトゥヌナラワシヌ［hwitununarawasjinu］

（注10）まはヘーかぜ【真南風風】「マフェカジ」［mahwekazji］という「２．３．１．上位

語の付加」による例もある。この場合の上位語は「風｣。

全2145：真北押す風やわがいやりともれ真南風や無蔵がいやりともら

第３句（８拍）：マフエカジヤンゾガ［mahwekazjijaNzoga］

（注11）このような「長音禁止制約」の適用は、長い母音のみならず、長い子音にもある。

次の「くわ【子】」には長短の使い分けがあると言える。

くわ【子】（[kk］の短縮）

長形：ツクヮ［kkwa］短形：クワ［kwa］

全2762：九つの年に母になてをすが子の父親や誰がやゆら

第３句（８拍）：ツクヮヌチチウヤヤ［kkwanucjicji'ujaja］

全５８８：さらばこれまでか親と子の仲もわかて草枕露にぬれて
￣

第２句（８拍）：ウヤトゥクヮヌナカン［，ujatukwanunakaN］

(注12）他の複合語要素と付く「-なは【縄】」にも長短両形がある。

長形：－ナワ［nawa］短形：－ナ［na］

全1944：恋の糸縄につながれて小舟浮世渡地の潮時むすで

第１句（８拍）：クイヌイトゥナワニ［kuinu'itunawanji］

全４５９：白縄糸縁にはたとのかれらぬつめて寄りまさる無蔵がおそば
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第１句（８拍）：シラナイトウイインニ［sjirana'itujiNnji］

（注13）もも-うらめしさ【百恨めしさ】の例、全1164第４句は、ムム［ｍｕｍｕ］（２拍)＋ラ

ミシャル［ramisjaru］（４拍）と語形が分析でき、４拍禁止制約に反する例外的用例。ただ

し、複合語化がかなり進んで（その証拠に母音［ｕ］が脱落している)、そのような分析は琉

歌作者の意識の中にはもはや無く、通常の音数律(３拍十３拍)に従って、「ムムラ[mumura］

｜ミシャル［misjaru]」と区切って発音された可能性が高いと思われる。

（注14）「産み字」という用語は訳書、ネフスキー1998：９による。動詞の複合語においても、

音数律を合わせる際に、「ユ」［ju］が挿入されることがある。

全５１１：暁の別れ’惜しむ故からどなきよはじめゆさとりの先に

第３句（８拍）：ナチユハジミユサ［nacjijuhazjimijusa］

(注15）「ワミヌ」［waminu］という３拍の言い方もある。

全1393：夢に起されて覚えず戸は明けて月に恥かしや

第４句（６拍）：ワミヌククル［waminukukuru］

我身の心

また、「私は｣に当たる言い方にも、「ワヌヤ」［wanUja］（あるいは、ワンヤ[waNja]、ワ

ミヤ［wamija]）と「ワネ」［wane］の長短両形がある。

長形：ワヌヤ［wanuja］短形：ワネ［wane］

全３７３：波荒さあらば風荒さあらばいきやし思暮らちわぬや待ちゆが

第４句（６拍）：ワヌヤマチユガ［wanujamacjuga］

全2068：七門越えて九門Iこわないお待ちしゅすがなまで来ぬ里やにやよそつれて

第２句（８拍）：ワーネウマチシュスィガ［ｗａｎｅ'umacjisjusiga］

（注16）さらに、１拍の二［nji］格も考慮に入れる必要がある。

全2358：山原に行けば哀れどや至極見る方やないらぬ海と山と

第１句（８拍）：ヤンバルニイキバ［jaNbarunji'ikiba］

この第1句（８拍）において、「イキバ」（３拍）へ続く語形は、５拍でなければならない。

やま-ばる【山原】「ヤンバル」（４拍)では、あと１拍しか余地が無いので、向格として｢二」

（１拍）が選ばれたのであろう。

また、比嘉弘美1991：５３によれば、二格は時間を表す名詞にも付くことがある。その場合、

「二格：ゼロ格」で音数律の調節ができる。適例は見つけられなかったが、可能性としては

大いにありうる。
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（注17）次の「しば-け【柴木】：しば【柴】」も上位語付加の関係だが、「しば-け」が「薮肉

桂」という特定の種を指すのに対して、「しば｣は｢山野に自生する雑木」という不特定の木々

を指している（沖縄古語大辞典編集委員会1995：327)。このように、上位語付加によって意

味が変化する場合には、音数律適合化ではなく、まず意味的な選択要因を観るべきであろう。

参考のために掲げておく。

しば-け【柴木】：しば【柴】上位語：木
またけ

全８８８：しば木植ゑておかばしばしばといまうれ真竹植ゑておｶﾕばまたもいまうれ

第１句（８拍）：シバキゐテイウカバ［sjibakiWiti，ukaba］

全６９７：なかぬ恨めゆら炭がまの煙誰が知ゆが恋の柴の山路
一

第４句（６拍）：シバヌヤマジ［sjibanujamazji］

(注18）こと-の-は【言の葉】「クトゥヌファ」［kutunuhwa］という別の長形もある。

全1676：桜木の蔭にうちよらて語る友の言の葉や梅の匂

第３句（８拍）：ドウシヌクトウヌフアヤ［dusjinukutunuhwaja］

(注19）場合によっては、１拍語「しゅ」【主】「シュ」［sju］も考慮に入れねばなるまい。

（注20）首里城正殿前の空間を日常語(首里方言）では「ウナー」［，unaa］と呼ぶが、これは

「お-には」ではなく、「お-みや」に由来すると考えられている（沖縄古語大辞典編集委員会

1995：160)。しかし、「ウナー」には【御庭】という漢字が当てられることが多く、これに

よって全1661の「ウニワ」Tunjiwa］という訓みも可能になったと思われる。

（注21）丁鋒1997：５８にも「９．末吉日昔石［si51］←→［sixli]」とある。琉歌の第１句は、

10拍の用例もいくつか見られる点で問題があるけれども、可能性の一つとして「スィシ」

［sisji］の訓みを挙げておきたかった。また、明らかに「スイユシ」［suijusji］という長形で

音数律に合致する例もある。

全2637：日日にこまをとて仰ぎ拝みやくら行衛末吉の神のまもり

第３句（８拍）：ユクイスイユシヌ［jukuisuijusjinu］

(注22）「ウチナ」［，ucjina］という短形で音数律に合致する例もある。

全1936：ことし行ぎ八重山あけて来やう沖縄むすである縁のいとの上から

第２句（８拍）：アキティクヨウチナ［，akitikujo，ucjina］
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